
価値創造の源泉 価値創造戦略 価値創造を支える経営 データ

当社グループは、グローバルに保有する多種多様なアセットと強固な顧客基盤を生かし、事業活動を通じて 
ステークホルダーの皆さまと価値を創造することで、「10年後のありたい姿」に向けたCX（全社的変革）を実現
します。このサイクルは当社グループの「全社的な共通指針・共通言語」となっています。

詳細は    P.8

インプット
SX

CX事業ポートフォリオ
変革DX

財務資本
● 連結純資産　1兆7,053億円
● 有利子負債　8兆4,397億円
● 連結総資産　11兆1,498億円
● �高格付（ムーディーズ A3、S&P A-、JCR AA、R&I 

AA）
● 『「財 務 健 全 性」「資 本 収 益 性」「成 長 性」の 3つの 

バランスを踏まえたバランスシートの最適化を実現 
することで、中長期的な企業価値の向上をめざす』 
という規律正しい財務方針

人的資本
● �採用人数　92名（新卒46名、中途46名）（単体）
● 従業員数　連結8,424名、単体2,140名
● �多様なバックグラウンドを持つ人材
● 人材開発投資　3.9億円

知的資本
● �与信管理力、市場・アセット・信用リスク管理力、�  

ALM（資産・負債の総合管理）運営力
● �幅広いアセットに関するノウハウおよびアセットを 

起点とした事業や隣接領域のオペレーションノウハウ
● �国内外M&A、事業展開、新商品開発に関する�  

ノウハウ

製造資本
● �グローバルで保有する多種多様なアセット�  
（セグメント資産残高10.1兆円。うち、国内39%・�  

海外61%）
● �航空機　220機�  

航空機エンジン　411基�  
海上コンテナ　3,423千CEU�  
鉄道貨車　21,931両

社会・関係資本
● �盤石な顧客基盤
● �三菱・日立グループとの強固な関係性および連携基盤
● �多様な地域・業界にまたがるグローバルなネットワーク
● ESG格付（MSCI：BBB／FTSE：3.0）

自然資本
● �温室効果ガス排出量Scope 1,2　6,574t-CO2e
● エネルギー使用量　180,385GJ

事業活動 詳細は    P.21-22、P.33-52（事業戦略）
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経営基盤

マテリアリティの解決

2023年度実績 2023年度実績（増減は前年度比）

財務資本
中長期的に成長が期待される優良な取引先・投資先・融資先としての信頼感
● 年間配当金　37円、配当性向　42.9％
● 過去5年間のTSR（累積）　+116.0%（過去1年　+61.8％）

人的資本
Well-beingに配慮した各施策と個の力を発揮しやすい組織・仕組みの整備を 
通じた生き生きと働き成長できる環境や、1人ひとりが多様性を認め合い 
持ち味を活かして自由闊達に活動できる環境
● 有休取得率　74.4％（+5.7pt）
● 月平均残業時間　18.8時間（△0.6時間）
● 女性管理職比率　16.0％（+2.0pt）

知的資本
個々のスキル・知見を組織力向上につなげることで、ビジネスモデルの進化・ 
積層化を含めた各種イノベーションの実現
● DX体制の構築
● �DXアセスメント※「スタンダード」レベル以上の人材比率46.8%�  
（+22.0pt）

※ �外部業者提供のDXリテラシー水準を測るツールで、結果によって「ビギナー」「スタンダード」
「エキスパート」の3つのレベルに分類する。

製造資本
強靭なアセット基盤の維持・向上（高収益・サステナブル・レジリエントな 
アセットの分散保有）
● �セグメント資産残高　10.1兆円（+5,465億円）
● �セグメント別ROA 

● カスタマーソリューション　1.2%（+0.1pt） 
● 海外地域　0.5%（△0.6pt） 
● 環境エネルギー　1.4%（△0.8pt） 
● 航空　1.3%（+0.9pt） 
● ロジスティクス　1.6%（+0.2pt） 
● 不動産　2.2%（+0.2pt） 
● モビリティ　5.9%（+1.7pt）

社会・関係資本
アセットの保有・利用から廃棄まで、顧客の現在から将来まで、トータル 
ソリューション提供により経済・社会・環境課題解決に貢献

自然資本
サステナブルなアセットの利用による環境破壊や資源枯渇の回避
● 温室効果ガス排出削減量Scope 1,2　1,183t-CO2e
● エネルギー使用量　前年度比　△5,632GJ
● �再生可能エネルギー発電事業における持分出力数　1.2GW（運転開始済み）

アウトカム（提供価値）
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